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▽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
高
速

化
の
た
め
接
続
先
を
変
更

▽
令
和
２
年
９
月
に
中
学

校
の
校
内
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
整

備
を
完
了
、
小
学
校
は
追

加
整
備
を
実
施
中
▽
家
庭

へ
貸
し
出
す
モ
バ
イ
ル
ル

ー
タ
ー
の
準
備
を
完
了
▽

各
教
室
に
充
電
保
管
庫
を

設
置
▽
10
月
末
に
モ
デ
ル

校
３
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
配
備
し
、
児
童
・
生

徒
が
活
用
を
開
始
。
残
り

12
校
へ
は
12
月
末
ま
で
に

配
備
▽
９
月
に
全
校
普
通

教
室
へ
の
大
型
提
示
装
置

導
入
を
完
了
▽
教
育
支
援

の
た
め
に
４
月
か
ら
Ｉ
Ｃ

Ｔ
推
進
マ
ス
タ
ー
を
各
小

学
校
に
月
２
回
、
12
月
か

ら
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
を
全
小
・
中
学

校
に
週
１
回
配
置
▽
各
校

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
リ
ー
ダ

ー
に
向
け
た
研
修
や
実

践
交
流
を
実
施
し
て
い
き
、

今
後
学
校
へ
の
訪
問
指
導

も
行
う
予
定
。

（
文
教
常
任
委
員
会
）

年
10
月
に
東
部
丘
陵
地
整

備
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

流
通
ゾ
ー
ン
の
拡
張
に
つ

い
て
審
議
し
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
11
月
に
は

事
業
者
が
基
本
構
想
に
係

る
説
明
会
を
実
施
。
住
民

か
ら
は
調
整
池
の
規
模
や

放
流
先
の
青
谷
川
の
現
状

を
懸
念
す
る
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

事
業
者
は
、
規
模
等
は
府

と
協
議
の
上
決
定
す
る
と

し
、
市
か
ら
も
青
谷
川
の

土
砂
し
ゅ
ん
せ
つ
を
府
に

要
望
す
る
こ
と
を
説
明
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
委
員
か
ら
は
、
新
名
神

供
用
に
合
わ
せ
て
ま
ち
び

ら
き
で
き
る
よ
う
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
た
対
応
を

要
望
す
る
意
見
が
出
ま
し

た
。

（
建
設
常
任
委
員
会
）

　
学
校
生
活
の
状
況

　
市
は
、
市
内
小
・
中
学

校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
進
捗
状
況

を
報
告
し
ま
し
た
。
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
現
在
、
保
育
供
給
の
不

足
を
昼
間
里
親
な
ど
を

活
用
し
対
応
し
て
い
る
が
、

依
然
と
し
て
差
が
生
じ
て

い
る
た
め
、
こ
の
増
加
枠

に
よ
り
賄
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
待
機
児
童
解
消
の
た

め
保
育
所
整
備
を
進
め
る

方
向
性
に
変
わ
り
は
な

い
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

（
福
祉
常
任
委
員
会
）

　
東
部
丘
陵
地
整
備

　
令
和
２
年
８
月
、
城
陽

東
部
開
発
有
限
責
任
事
業

組
合
お
よ
び
伊
藤
忠
商
事

㈱
か
ら
、
青
谷
先
行
整
備

地
区
に
お
け
る
（
仮
称
）

宇
治
田
原
Ｉ
Ｃ
物
流
拠
点

整
備
計
画
に
係
る
大
規
模

開
発
基
本
構
想
の
届
け
出

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
新
名
神
高
速
道

路
北
側
の
宇
治
田
原
町
域

を
含
む
約
３
・
６
㌶
お
よ

び
南
側
の
約
８
・
６
㌶
に

４
棟
の
物
流
施
設
を
建
設

す
る
も
の
で
、
４
年
着
工
、

６
年
春
ご
ろ
開
業
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
届
け
出
を
受
け
て
、
２

も
す
る
中
で
検
討
し
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。

（
総
務
常
任
委
員
会
）

　
清
仁
保
育
園
の
移
転
等

の
計
画

　
社
会
福
祉
法
人
清
仁
福

祉
会
が
設
置
・
運
営
す
る

清
仁
保
育
園
は
、
現
園
舎

が
老
朽
化
し
、
ま
た
狭
隘

で
も
あ
る
た
め
、
現
在
の

北
側
（
富
野
西
田
部
64
番

１
外
）
へ
移
転
・
新
築
計

画
を
進
め
て
い
ま
す
。
敷

地
約
６
３
０
０
平
方
㍍
に

建
築
面
積
約
１
７
０
０
平

方
㍍
の
耐
火
構
造
の
木
造

２
階
建
て
園
舎
を
整
備

し
、
園
庭
や
駐
車
場
も
併

設
。
定
員
は
現
行
よ
り
45

人
増
員
の
２
４
０
人
と
な

り
、
府
の
許
認
可
を
得
た

後
、
令
和
４
年
４
月
１
日

に
開
園
の
予
定
で
す
。

　
委
員
は
「
受
け
入
れ
人

数
が
45
人
増
え
る
こ
と
で
、

市
が
待
機
児
童
対
策
と
し

て
計
画
し
て
い
る
中
規

模
・
小
規
模
保
育
所
の
整

備
方
針
は
変
わ
る
の
か
」

と
問
い
ま
し
た
が
、
市
は

に
下
水
道
使
用
料
は
平
均

14
・
５
％
程
度
改
定
を
要

す
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
考

慮
し
、
経
過
措
置
の
検
討

▽
基
本
料
金
減
免
制
度
の

見
直
し
―
等
が
付
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
市
は
、
経

過
措
置
に
つ
い
て
検
討
し

「
改
定
率
が
概
ね
20
％
と

な
り
、
平
均
改
定
率
を
大

き
く
超
え
る
大
口
利
用
者

層
に
つ
い
て
は
、
６
年
３

月
ま
で
改
定
率
を
約
２
分

の
１
に
圧
縮
。
こ
れ
に
伴

う
収
入
減
は
、
一
般
会
計

か
ら
１
億
円
の
長
期
借
り

入
れ
で
対
応
す
る
。
ま
た

改
定
後
の
使
用
料
は
、
３

年
10
月
か
ら
適
用
と
な
る

が
、
継
続
利
用
者
に
つ
い

て
は
、
２
カ
月
経
過
後
の

12
月
か
ら
と
す
る
。
こ
れ

ら
に
よ
り
、
平
均
改
定
率

は
13
・
３
％
に
な
る
と
試

算
し
て
い
る
」
と
し
て
い

ま
す
。

　
委
員
が
社
会
的
弱
者
に

配
慮
し
て
基
本
料
金
減
免

制
度
の
継
続
を
求
め
た
の

に
対
し
、
市
は
「
総
合
的

な
観
点
か
ら
数
値
の
精
査

￥城
陽
市
上
下
水
道
事
業
経

営
審
議
会
の
審
議
状
況

　
市
下
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
に
つ
い
て
、
上
下

水
道
経
営
審
議
会
（
全
５

回
開
催
）
か
ら
答
申
を
受

け
ま
し
た
。

　
答
申
で
は
、
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
、
重
要
幹
線
の

耐
震
化
が
最
重
点
施
策
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
や
、
持
続
可
能
な
財
源

の
検
討
な
ど
も
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
妥
当
と
判

断
。
そ
の
上
で
意
見
と
し

て
▽
期
間
内
に
重
要
幹
線

の
１
０
０
％
の
耐
震
化
▽

一
般
会
計
か
ら
計
画
額
の

確
実
な
繰
り
入
れ
▽
広
域

連
携
に
よ
る
事
業
の
最
適

化
・
効
率
化
の
検
討
▽
約

15
億
円
の
資
金
不
足
解
消

の
た
め
、
令
和
３
年
度
中

委員会での
報 告 事 項


